
 

★JR 
『神戸』徒歩15分 
 
★神戸市市営地下鉄   
 『大倉山』徒歩5分 

 TPM 
  Transplant Procurement Management 

TPMとは、スペインで始まった「臓器・

組織提供を増やし、臓器・組織移植の質と

量を向上させる」ための国際的教育プログ

ラムです。シミュレーション教育が多彩で

あることも特徴です。 

兵庫腎疾患対策協会では平成21年度から

この研修コースへの参加者の支援事業を始

め、これまで5名の支援を行っております。 

《TPM参加者》 

神戸大学病院  救急部  川嶋 隆久 医師 

        看護部 小川直美 看護師 

神戸市立医療センター中央市民病院  

        救急部  渥美 生弘 医師 

                        救急部  林  卓郎 医師 

兵庫医科大学病院 救命救急センター 

             尾迫 貴章 医師 

 

申し込み・問い合わせ：神戸大学病院救急部 川嶋隆久 

   氏名・所属・職種・E-mail・電話番号・FAX番号をご記入ください。 

   
 E-mail    : kawasima@med.kobe-u.ac.jp   
   Fax ：078-341-5254 
   Tel  ：078-382-6521 
  

10：00～10：05 兵庫県 開会の挨拶 

10：05～10：35 吉永和正 
（兵庫医科大学） 

脳死と臓器提供：世界と日本の潮流 

10：35～11：00 藤原亮子 
(兵庫県移植コーディネーター) 

我が国の臓器提供の現況と課題 

11：00～11：25 渡邉和誉 
（兵庫アイバンク） 

我が国の組織提供の現況と課題 

11：25～11：50 川嶋隆久 
(神戸大学) 

TPMとは 

11：50～12：00 全員 質疑応答 

12：00～13：00 昼食   
13：00～13：45 グループワーク１ インフォームドコンセント・オプション

提示 (ロール・プレイ) 
13：50～14：35 グループワーク2 脳死判定 

14：40～15：15 グループワーク3 脳波 
ABR 

15：20～16：05 グループワーク4 脳死移植の実際  （脳死判定後の
手順： ロール・プレイ) 

16：10～16：25 全員 まとめ 

16：25～16：30 守殿貞夫 
(兵庫腎疾患対策協会会長) 

修了式 


